
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成 22 年 5 月 28 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：平 成 19 年 度  ～  平 成 22 年 度 

課題番号：19320028 

研究課題名（和文） 鎌倉芳太郎資料の画像データベース構築・公開とその応用的研究 

                     

研究課題名（英文）  

 

研究代表者 波照間永吉（HATERUMA EIKICHI） 

            沖縄県立芸術大学・付置研究所・教授 

 研究者番号：30189576 

 

研究代表者の専門分野：文学研究 
科研費の分科・細目：哲学・美学・美術史 
キーワード：①美学 ②データベース 
 

３．現在までの達成度 １．研究計画の概要 
 
本研究では以下のことを平成 19 年度〜平成

22 年度の研究期間に達成しようと計画して

いる。 
1）鎌倉芳太郎紅型型紙資料・写真資料画像デ

ータベースを統合した鎌倉芳太郎資料の総合

画像データベースの構築と、インターネット

上での公開。 

2）鎌倉芳太郎ノートのデジタル画像化と鎌倉

芳太郎資料の総合画像データベースへの統合。 

 
1）総合画像データベースの構築はプロトタ
イプをほぼ完成、2）鎌倉芳太郎ノートのデ
ジタル画像化については約 50％の達成、 
3）鎌倉芳太郎ノートのデジタル画像化につ
いては 70％の達成という状況であり、全体的
には当初計画の 60％程度まで達成したと考
えている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 鎌倉ノートの撮影とデジタル化に伴う総
合画像データベースの公開に向けての作業
が、当初計画より遅れている。この点を平成
22 年度に押し進め、当初の計画を達成するこ
とが今後の課題である。 

3）鎌倉芳太郎収集紅型型紙資料の軟X線撮影

による朱文字情報の解読。 

 
２．研究の進捗状況 

  
 

このうち、1）総合画像データベースの構築に

関しては、ほぼ基礎作業を完了しており、イ

ンターネット上での公開に伴う種々の問題に

ついて検討を重ねている段階である。 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 6 件） 2）鎌倉芳太郎ノートのデジタル画像化と鎌

倉芳太郎資料の総合画像データベースへの

統合については、全 81 冊の鎌倉芳太郎ノー

トの約半分（40 冊）の撮影を終えた所である。

残る 1年で全て完了すべく作業を進めている。 
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